
相 談 活 動
　嫌がらせや差別を受けたり、人権を侵害された
りして困っている方の相談に応じます。秘密は厳
守します。

「人権」を考える 人権擁護委員　伊藤 花恵氏

　人権擁護委員として、一番印象に残る
活動は、荒川区内の小学校や中学校で実
施している「人権教室」です。
　「人権教室」では、いじめのような身
近な問題をテーマにしたＤＶＤを見て、
子どもたちが自分なりにそれぞれの登場
人物がどういう気持ちなのか、どうした
らいじめを防げたのか、といったことを
考えます。その後に、自分の意見を発表
してもらい、ほかの友達の意見を聞い
て、さらに考えを深めてもらいます。
　最初にこの「人権教室」を担当したと
きには、特に小学生の皆さんには「人
権」の話は難しいかなと思いました。し
かし、どの学校へ行っても、皆さんがと
ても真剣にＤＶＤを見て、一生懸命に考
えて意見を述べ、友達の意見を聞いてさ

らに考えを深めてい
く姿に頼もしさを感
じています。
　残念ながら、子ど
もだけではなく、大
人でもいじめや嫌がらせを苦にして命を
絶ってしまう方がいます。しかし、皆さ
ん一人ひとりが自分のこととして考え、
また、周囲のいじめに気が付いたとき
に、それをすぐに知らせてくれること
で、早い段階でいじめを防ぐことができ
ると考えます。
　私たち人権擁護委員も、電話やL

ラ イ ン

INE
等で「人権相談」に応じていますので、
もし何か悩んでいることがあったら気軽
にご相談ください。

第２㈭午後１時30分～３時30分
（予約制・電話相談）日 時

費 用 無料

予約・問合せ 総務企画課人権推進係　
☎内線２２７１

▶池田　明子
▶伊藤　花恵
▶上原憲太郎
▶小澤　　清

▶榊　眞理子
▶神保　秀久
▶砂田　厚美
▶髙田　博志

▶髙田　正道
▶松熊　貴代
▶吉田　和代

区内の人権擁護委員
（50音順・敬称略）（50音順・敬称略）
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　小学生が、身近にある人権についての考えをメッセージにすることで、人権
への理解を深め、人権尊重の意識を育むことを目的に実施しています。令和７
年度は、荒川区代表として第六瑞光小学校５年・髙山由羽希さんの作品が選ば
れました。人権人権メッセージメッセージ

子どもたちの

?

普 及 啓 発 活 動

▲尾久西小学校の皆さん▲第六瑞光小学校の皆さん

　子どもたちが協力して花を育てることを通じて、命の大切さや思い
やりの心を育むことを目的に実施しています。令和７年度は、第六瑞
光小学校と尾久西小学校の子どもたちが取り組みました。

人権の花運動
　人権擁護委員が小・中学校を訪問
し、人権についての授業を行い、思い
やりの心や人権尊重の大切さを一緒に
考える取り組みを行っています。

人権教室

　次代を担う中学生が、日常生活で感じた人権に関する作文を書くこ
とを通じて、人権尊重についての理解を深め、豊かな人権感覚を身に
つけることを目的に実施しています。
　令和７年度は、荒川区代表および地区代表として第四中学校２年・
竹内柚希さんの「偏見と不平等がない世の中へ」が選ばれました。

全国中学生人権作文コンテスト

人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された民間ボランティアで、地域の方等からの人権相談や、
人権の大切さを知ってもらうための普及啓発等の活動を行っています。

あなたの街の相談パートナー

を人権擁護委員人権擁護委員 ごご存存じじですかですか

新聞未購読で、希望する方には、あらかわ区報を自宅に直接届けます。
電話・荒川区ホームページで、広報課広報係☎（３８０２）４９５７

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

4 区役所の代表番号☎（3802）3111　区民の声 FAX（3802）6262人権週間特集号  令和７年（2025年）11月25日


